
館林市立渡瀬保育園の民間移管に係る移管前協定書 

 

館林市(以下「甲」という。)と学校法人呑龍愛育会(以下「乙」という。)は、令和８年４月１

日をもって行う館林市立渡瀬保育園（以下「当該保育園」という。）の移管について、円滑な移

管を図るため、次のとおり協定を締結する。 

 

    

(目的) 

第１条 本協定書は、甲が乙に移管する当該保育園の移管準備に関する事項を定めることを目的

とする。 

 

(有効期間) 

第２条  本協定の有効期間は、本協定書の締結日から令和８年３月３１日までとする。 

 

(移管決定の履行) 

第３条  乙は、甲から受けた結果通知書（令和７年４月２５日館市第０１８１７５号）の決定を

乙の理由によって解除することはできない。 

 

 (移管に対する協調) 

第４条 甲と乙は、当該保育園の移管にあたっては、利用児童の安定した保育を第一に考え、協

調しながら誠意をもって対応し、円滑な移管が図れるようにする。 

 

(申込内容の尊守) 

第５条  乙は、館林市立保育園民営化事業者募集要項において申込みの際に提出した書類に記載

した提案内容を乙の理由によって変更することはできない。 

 

(三者協議会) 

第６条 甲は、乙及び当該保育園の園児の保護者の三者間で、移管に伴う諸事項について合意形

成を図るため、三者協議会を行う。その他、甲乙協議後に必要と判断した場合には、関係者を

参加させることができるものとする。 



 

(信義誠実の原則) 

第７条  甲及び乙は、本協定書の履行に際しては、信義誠実の原則に基づいて履行するものとす

る。 

 

 (個人情報の保護) 

第８条 乙は、個人情報の保護に関する法律のほか、秘密保持に関するすべての法令等を遵守す

るとともに、記録媒体等の使用にあたっては、個人情報の漏えい事故等の防止に努める等、適

切な措置を講じなければならない。 

 

 (損害賠償) 

第９条 乙は、本協定書の項目を履行しないために甲に損害を与えたときは、その損害を賠償し

なければならない。 

 

 (疑義等の決定) 

第１０条 本協定書に定めのない事項及び本協定に疑義が生じたときは、甲乙が協議して定める

ものとする。 

 

以上、本協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲乙記名押印の上、相互に１通を

保有するものとする。 

 

令和７年５月２６日 

 

甲   住   所   群馬県館林市城町１番１号 

           氏   名   館林市長 多田 善宏 

 

乙   住   所   栃木県佐野市大祝町２３１２番地１ 

         氏   名   学校法人呑龍愛育会 理事長 小林 研介 


